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社協・健康教室

健康講座爬R鍵界 h

社協 。健康教室は、町内11会場で実施

しており、12月 の健康教室は、町内在宅

栄養士さんによる講座を予定しています。

1参加のご希望等、詳細につきましては、:

:社協 。生活応援センター 担当 :中村 :

: 丁EL.27-8886ノ  ヽ           :

社
協

・
健
康
教
室
で
は
、
十

月
二
十
五
日
に
、
健
康
運
動
指

導
士

茂
澄
修
先
生
を
講
師
に
、

八
島
ヶ
原
湿
原
で
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

快
晴
で
、
最
高
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
日
和
の
中
、
六
十
六
名
の

参
加
者
が
湿
原

一
周

（約
四
キ

ロ
）
コ
ー
ス
と
旧
御
射
山
往
復

（二

・
五
キ
ロ
）
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
、
秋
の
風
景
を
楽
し
み

な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

発行人・石川富造
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Q.お茶飲み反達が亡くなつちやつて、出がける機会が減つたわ。
何七が七面倒だし。でも、このまま認知症になつたら困るわ。

A.分護保険ては、色々な方法があります。

どんな状況 ?どうしたい?      サービス旧

´

サービスは?

送り迎えがあつて、日中入浴、レクレーシヨン

などのお楽しみをしながら過こす事ができます。

短時間も可能な場合があります。

⇒通所介護 (デイサービス)

認知症と診断された方が対象のデイサービス

⇒認知症対応型通所介護

家からデイサービスに通つたり、ヘルバーさん

に家にきてもらつたり、たまに施設にお泊りが

できます。

⇒小規模多機能施設

「出かけるのはちよつと。でも一人で家にいるのが寂しいわ。Jという方へ

介護保険外ですが、傾聴ボランティアの団体もあります。ボランティアさんにきてもらつて、

家でゆつくりお話する事もできます。
、`三二■if_ゴ‐ 二

=■
■二_… ………―一―――――――………………………………………………………ニーーーー_____′

今回ご紹介した方法とは違う方法もあります。お気軽にご相談<ださい。

10日 28日 (日 )に老人福祉センクーにて、分護者の隼まり茶話会を行いました。
その中で、アトバイザーの中澤先生より頂いにお話の内容をご紹介いたします。
|  |‐      ‐| ||‐   ‐  | ‐  ‐‐ |‐  ||  ‐ | 

‐  ‐        |      ‐   ‐  |    | | : | | || | |||:|11‐ |||‐ | |‐  ||

「認知症の方に対して『叱つてはいけない。』と言われますが、怒りたくなつたら、親子喧嘩をし

て下さい。ただし、本人にとどめをささないようにしてあげて下さい。ここで言うとどめとは、『も

う、Allらない。』と言つてしまう事です。自分がどんな気持ちでいるのか伝えるのは良いです。叱つ

た後は、すつきり切り替えて、普通にする、引きずらない努力を介護者の皆さんにお願いをしたいで

す。振り上げたこぶしを下げる事を知つてもらえれば。10のうち 2は叱っても、8は褒めてあげて下

さい。私たち専門職は、認知症になつた姿しかAllらず、それが普通になつています。でも、家族の皆

さんは元気な姿をみてきた後、認知症を患つた姿をみており、複雑な想いでいると思います。遠慮な

く困つた時は、専門職に相談して下さい。」

下諏訪町社会福祉協議会 居宅分護支援事業P~F 78-3860

送り迎えがあつて、運動や日常生活の動作がし

やすくなる訓練をしてくれます。短時間も可能

な場合があります。

⇒通所り八ビリテーション (デイケア)
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財
ご協力ようしくお願いします!!

〈歳末ささえあい街頭募金運動〉

実 施 日 :平成24年 12月 4日 (火)・ 5日 (水 )

実施場所 :イオン諏訪店・西友下諏訪店

ビック 1岡谷店

〈歳末ささえあいバザー〉

実 施 日 :平成24年 12月 11日 (火)～ 13日 (木 )

実施場所 :下諏訪町老人福祉センター
昨年のバザーの様子
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お知らせコ|■ナ■

在宅で介護されている介護者の皆様を対象に、

介護者同士の交流や情報の共有、心身のリフレッ

シュを目的として、日帰り・―泊二日旅行、施設

見学・介護技術講習会、体操教室などを実施して

います。 (年 6回実施)
“がんばる人

"ほど、介護
を抱え込みがち…。介護体

験・経験を介護者同士で共

有しませんか ?

現在、毎回15名前後の

方が参カロされています。|

に参加してみませんか?

―

あなたの介論 験.経験を
必要としてぃる人がぃます!!

介鰯錦まヅ

山梨県のハーブ園に行きました。

参力0のお申込みは、社協・生活応援センター

TEL。27-8886 担当 :中村裕二

家
族
介
護
者
交
流
事
業
に
参
加
し
て高
木

成

子

社
協
の
相
談
員
さ
ん
か
ら
、
何
の
話
の
つ
い
で
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、

「交
流
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
」
と
言
わ
れ
た
の
が
四
年
程
前
だ
と
思
い

ま
す
。
最
初
の
機
会
は
、
健
康
ラ
ン
ド
で
の
交
流
会
で
し
た
。
知
ら
な
い
人
ば
か

り
だ
と
恐
る
恐
る
の
参
加
で
し
た
が
、
お
風
呂
に
入
り
、
食
事
を
し
な
が
ら
、

お
互
い
の
近
況
を
話
し
合
っ
て
い
る
う
ち
に
、
す
ぐ
み
ん
な
と
仲
良
く
な
れ

ま
し
た
。

体
験
者
だ
か
ら
こ
そ
分
か
り
合
え
る
親
近
感
も
あ
り
ま
し
た
。
連
れ
合
い

を
看
て
い
る
九
十
歳
近
い
方
、
若
く
し
て
病
む
夫
を
十
数
年
に
渡
り
看
て
い

る
六
十
代
の
方
な
ど
に
出
会
い
、
親
を
看
る
私
な
ん
か
楽
な
も
の
だ
と
、
す

―
っ
と
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
参
加
さ
せ

て
頂
き
、
同
じ
様
な
境
遇
の
仲
間
と
時
を
共
有
で
き
る
、
癒
さ
れ
る
機
会
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
の
姑
は
、
今
、
九
十
六
歳
で
す
。
歩
く
こ
と
が
ま
ま
な
ら
な
く
介
護
保

険
の
お
世
話
に
な
り
、
十
六
年
に
な
り
ま
す
。
デ
イ
ケ
ア
で
過
ご
す
こ
と
が

楽
し
み
で
、
今
は
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
助
け
を
借
り
て
、
お
風
呂
に
入
れ
て
項

き
、
こ
ざ

つ
ぱ
り
と
き
れ
い
な
、
た
だ
歩
け
な
い
お
ば
あ
さ
ん
で
過
ご
し
て

い
ま
す
。　
一
生
懸
命
看
て
あ
げ
よ
う
と
ム
キ
に
な
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
っ

ぱ
い
い
っ
ぱ
い
の
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
十
六
年
の
時
を
経
て
、
「
介
護

す
る
と
は

一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
そ
の
も
の
だ
と
思
え
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

家
族
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、　
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
無
理
せ
ず
、
自
分
の
で

き
る
範
囲
で

「が
ん
ば
ら
な
い
介
護
」
を
実
践
し
て
お
り
ま
す
。
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